
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           院長 兼行 浩史 

 

 

平年よりも 2 週間早い梅雨明けとともに、猛暑と雷雨が襲っておりますが、皆さまお変わり

なくお過ごしでしょうか。熱中症対策を十分にとって、暑い夏の季節を楽しみながら乗り越え

ましょう。 

お陰様で当院は、開院 60 周年を迎える本年も、地域の皆さまに支えられて、県立精神科病

院としての役割を担うために良質な医療の提供をめざして邁進しております。本年 4 月から、

医療観察法の小規格 8 床の入院棟運用を開始しております。 

現在、8 床の入院棟にて 5 名の当県出身の方々が治療に取り組んでおられます。心の病を抱

えて多くの苦悩に苛まれ、不幸な事態に至るまでには、お一人お一人に深く悲しい物語があり

ます。医療観察法に基づく医療には、裁判官、保護観察所の社会復帰調整官、弁護士、地域の

精神保健に関わる専門職種が連携しており、対象者の治療と支援を慎重に進めております。我々

は、公的病院としての矜持を保って、今後も適正な医療の推進に取り組んで参ります。 

全国の片隅で起きた重大な犯罪に関する報道がある度に、皆さんと同様に私も重苦しい気持

ちに襲われます。その行為に心の病が関与した疑いがあれば、精神科医療に関わる当事者とし

て決して他人事ではなくなり、重大な警鐘として心に刻んでおります。当院が重視しているの

は、心の病の早期発見、治療の導入であり、県内の諸関係機関と連携しながら、心の病に影響

されて自殺や他害などの不幸な事態に至る方々をいかに未然に防ぐかの取り組みこそが重要と

考えております。 

引き続き、皆さまのご理解と温かいご支援をいただきますよう心よりお願い申し上げます。 
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県から委託を受けて今年度４月に開設した「高次脳機能障害支援センター」について紹介します。 

 

脳に影響する事故や病気により脳に傷がつくことがあります。この傷の場所や程度によって、様々な症状が

出てきます。 

運動麻痺などの症状が出てくることもあります。 

また、体の動きは良くなったものの、「忘れっぽくなった」「ちょっとしたことが我慢できない」「集中力が

続かなくなった」「段取りよく物事を進めることができない」などで、日常生活や社会生活の場で支障が生じる

こともあります。このような状態を「高次脳機能障害」といいます。 

「高次脳機能障害」は外から見えにくく、本人や家族も気づきにくいものです。 

山口県では、高次脳機能障害のある方を支援するため「高次脳機能障害支援拠点機関」を設置しています。

平成２５年４月から、当院に「高次脳機能障害支援センター」を開設し、高次脳機能障害者の相談、普及啓発、

研修を中心に支援をおこなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高次脳機能障害支援センターの紹介  

脳の損傷後、以前との違いに気づいたことはありませんか？ 

左記の症状により、生活に支障が出るようであれば、 

高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害高次脳機能障害    

かもしれません。お気軽にご相談ください。 

    

高次脳機能障害支援高次脳機能障害支援高次脳機能障害支援高次脳機能障害支援センターセンターセンターセンター    
宇部市大字東岐波宇部市大字東岐波宇部市大字東岐波宇部市大字東岐波 4004400440044004----2222    

（（（（山口県立山口県立山口県立山口県立こころのこころのこころのこころの医療医療医療医療センターセンターセンターセンター内内内内））））    

相談専用電話相談専用電話相談専用電話相談専用電話    0836083608360836----58585858----1218121812181218((((平日平日平日平日 8888：：：：30303030～～～～17171717：：：：15)15)15)15)    

FAXFAXFAXFAX                    0836083608360836----58585858----6503650365036503    

EEEE----mailmailmailmail                kokoro.hbdsc@ymghp.jpkokoro.hbdsc@ymghp.jpkokoro.hbdsc@ymghp.jpkokoro.hbdsc@ymghp.jp    

高次脳機能障害 

支援センター 

支援内容 

交流の場 

家族会と協力し、ご本人やご家族

が交流するための場・情報交換の場

を定期的に設けています。 

地域支援 

地域でご本人の意向に沿った生

活支援を行っていくために、居住す

る地域の関係機関や就労支援機関

と連携して相談に応じています。 

相談窓口(相談無料) 

高次脳機能障害に関する医療・福

祉サービスの利用、療養や復学、仕

事などの相談に対応しています。必

要に応じて訪問面接も受け付けて

います。 

診断(受診等の費用必要) 

専門外来「高次脳機能外来」を設

けています。予約や事前面談が必要

ですので、まずはお電話ください。 

普及啓発・研修 

パンフレット等の作成配布や講習会、

支援スタッフ向けの研修会を企画開催し

ています。ご要望に応じて、講演や研修

の講師派遣も行っています。 

「平成 25 年度山口県リハビリテーション講習会」のお知らせ 
 

「もっと知りたい 高次脳機能障害～交通事故や脳卒中で脳が傷ついたら・・～」 
 

日時：平成２５年９月１５日(日)午前１０時～午後４時 

会場：山口県健康づくりセンター 多目的ホール （山口市吉敷下東三丁目１番１号） 

内容：午前は「交通事故や脳卒中で脳が傷ついたら・・・」をテーマに医師や臨床心理士の立場から、午後は「生活

の中でできる工夫や支援」をテーマに当事者や家族、支援者から高次脳機能障害について、わかりやすくお

話をしてもらいます。 

その他：参加費は無料ですが、事前のお申込みが必要です。 

      詳しくは、当院ホームページ（ http://www.y-kokoro.jp/ ）をご覧になってください。 



 

 

暑い夏がやってまいりました。今年もこころの医療センター恒例の夏祭りを８月２日（金）に開催すること

となりました。当日は金魚すくいやかき氷、踊りなどを企画しております。 

今回は 60 回の記念大会ということで職員も例年以上に気合が入っています。多くの皆様のご来場を心より

お待ちしております。 

  日 時  平成２5 年８月２日（金） 18：00～20：00 

  場 所  山口県立こころの医療センター 体育館 

  バザー等 かき氷 

金魚すくい 

       フランクフルト 

       風船つり 

       スマートボール 

       回転輪投げ 

ビンゴ大会   他 

 

 

 

実際の医療現場に触れて当院に興味を持ってもらおうと６月１日（土）に、看護学生や就職希望の方々を対

象とした病院見学会を開催しました。 

見学会では、全体オリエンテーションの後、入院棟、外来棟などの院内施設を回って実際に当院を肌で感じ

ていただきました。 

参加者からは、「設備が整っており患者にとって安全な環境であると感じた」「職員が親切で働きやすそう」

「説明してくれた職員が親切だった」「いろいろな質問に答えてもらい充実した病院見学だった」など概ね良

好な感想をいただきました。 

なお、現在地方独立行政法人山口県立病院機構では平成２６年４月１日採用の看護職員を募集しています。 

 

山口県立病院機構 職員採用試験受験案内（助産師・看護師）    （平成２６年４月１日採用） 

◎募集人数 助産師  ３人程度 

       看護師 ５５人程度 

◎応募期間 

 【B 日程】平成２５年５月１５日（水）～ ９月 ４日（水） 

 ※A 日程の募集は終了しました。 

◎試験日 

【B 日程】平成２５年９月２９日（日） 

  （応募者多数の場合は、一部の方の試験日が９月２８日（土）になることがあります。） 

  詳しくは、山口県立病院機構本部事務局のホームページ（http://www.ypho.jp/）をご覧になってくだ

さい。また、当院事務部窓口でも受験案内・受験申込書をお配りしております。 

お問い合わせ先：地方独立行政法人山口県立病院機構本部事務局  ℡ 0835-28-3311 

 

 

 

 平成２３年３月から整備していました医療観察法病棟(小規格 8 床)が完成し、平成２５年３月２４日（日）に

開棟式を開催しました。開棟式には、県議会議員や地元自治会代表

の皆様、国、県、市の関係機関の方など多くの方々に出席いただき

ました。また式終了後は、出席者、地元関係者による病棟内覧会を

行い、療養環境や安全面に関する設備などを見学していただきまし

た。 

看護学生・就職希望者を対象とした病院見学会を開催しました  

医療観察法病棟開棟式について  

第６０回こころの医療センター夏祭りの開催について  



 

 

     １１１１    急性期急性期急性期急性期をををを中心中心中心中心とするとするとするとする医療医療医療医療    

県民県民県民県民のののの心心心心のののの健康健康健康健康をををを支支支支えるえるえるえる質質質質のののの高高高高いいいい医療医療医療医療のののの提供提供提供提供                    ２２２２    人権人権人権人権をををを尊重尊重尊重尊重するするするする医療医療医療医療    

３３３３    患者患者患者患者・・・・家族家族家族家族とととと共共共共にににに歩歩歩歩むむむむ医療医療医療医療    

４４４４    社会復帰社会復帰社会復帰社会復帰をををを促進促進促進促進するするするする医療医療医療医療    

５５５５    地域社会地域社会地域社会地域社会とととと連携連携連携連携するするするする医療医療医療医療            のののの実践実践実践実践 

 

  当院職員当院職員当院職員当院職員はははは、、、、患者患者患者患者さんのさんのさんのさんの権利権利権利権利とととと意志意志意志意志をををを尊重尊重尊重尊重してしてしてして、、、、満足度満足度満足度満足度のののの高高高高いいいい医療医療医療医療をををを行行行行うためにうためにうためにうために最大限最大限最大限最大限のののの努力努力努力努力をををを致致致致しましましましま

すすすす。。。。患者患者患者患者のののの皆様皆様皆様皆様がががが診察診察診察診察をををを受受受受けられるにあたってけられるにあたってけられるにあたってけられるにあたって、、、、以下以下以下以下のののの権利権利権利権利がががが保証保証保証保証されていますされていますされていますされています。。。。    

１ ひとりの人間として、人格や価値観を尊重される権利があります。 

２ 良質で公平な医療を受ける権利があります。 

３ 納得できる十分な説明と必要な情報を受けた上で、治療方法などを治療者と相談しながら自らの意志

で選択する権利があります。 

４ ご自分の診療記録の開示と説明を求める権利があります。 

５ 医療機関を選択し変更する権利があります。また、別の医師の意見（セカンド・オピニオン）を受け

る権利があります。 

６ 個人情報およびプライバシーが守られる権利があります。 

７ 処遇や治療について不服の場合は、処遇の改善や退院を請求する権利があります。 

 

 

 

 

一般外来・専門外来とも予約制となっております。予めお電話でご予約されてご来院ください。 

外来直通電話：０８３６－５８－２３２７ 

 

 

交通交通交通交通のごのごのごのご案内案内案内案内            

                  お車/山口宇部道路「宇部東 IC」より丸尾方面へ約 5 分 

                  電車/JR 宇部線「丸尾駅」より徒歩約 15 分 

                  バス/宇部市営バス「東岐波中学校前」より徒歩約 10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来診察担当医師 専門外来 

 初診 一診 二診 
児童思春期外来  火…村田 水…加来 

物忘れ外来    水…中山 

高次脳機能外来  水(第 1･3)…兼行 

依存症外来    木…藤田 

 

 

 

月 兼行浩史・角田武久 磯村 信治 藤田  実 

火 村田 由紀 三好 俊彦  

水  村田 由紀 新造 竜也 

木 藤田実・新造竜也 兼行 浩史 角田 武久 

金 磯村 信治 藤田  実 加来 洋一 

地方独立行政法人山口県立病院機構地方独立行政法人山口県立病院機構地方独立行政法人山口県立病院機構地方独立行政法人山口県立病院機構    

山口県立山口県立山口県立山口県立こころのこころのこころのこころの医療医療医療医療センターセンターセンターセンター    

〒755-0241 山口県宇部市東岐波4004-2 

TEL:0836-58-2370（代表） 

  :0836-58-2327（外来直通） 

FAX:0836-58-6503 

URL:http://www.y-kokoro.jp/ 

  病 院 理 念   基 本 方 針 

  患者さんの権利 

診 療 の 内 案 ご 


